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９．１

　祝30周年　丸山大橋
平成３年８月28日に竣工式が行われた丸山大橋。
今年で30周年を迎えました。
美しいアーチの長さは118ｍです。
丸山大橋の上からは関川村が一望できます。

　祝30周年　丸山大橋
平成３年８月28日に竣工式が行われた丸山大橋。
今年で30周年を迎えました。
美しいアーチの長さは118ｍです。
丸山大橋の上からは関川村が一望できます。
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平
成
28
年
４
月
１
日
に
農
業
委

員
会
等
に
関
す
る
法
律
が
一
部
改

正
さ
れ
、
農
業
委
員
が
公
選
制
か

ら
、
議
会
の
承
認
を
得
て
の
村
長

の
任
命
制
と
な
り
、
ま
た
、
新
た

に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

委
嘱
が
な
さ
れ
、
総
勢
10
名
の
農

業
委
員
会
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

任
期
は
３
年
間
で
す
。

　

８
月
２
日
に
村
長
が
招
集
し
た

第
１
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、
５
名

の
農
業
委
員
に
村
長
か
ら
任
命
書

が
交
付
さ
れ
、
会
長
に
大
島
聡
さ

ん
、
会
長
職
務
代
理
者
に
横
山
秀

子
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
開
催
さ
れ
た
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
会
で
は
、
大

島
聡
会
長
か
ら
、
５
名
の
委
員
に

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
農
業
委
員
会
法
に
よ
っ
て
、

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
を
推
進

す
る
こ
と
が
農
業
委
員
会
の
仕
事

と
し
て
明
確
化
さ
れ
、
担
い
手
へ

の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
化
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
農
業

の
発
展
の
た
め
、
新
体
制
の
農
業

委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

第
１
回
農
業
委
員
会
開
催

会
長
は
大
島
聡
さ
ん

会　長

大島　聡
（上野新）

会長職務代理者

横山秀子
（勝　蔵）

駒沢辰夫
（鍬江沢）

新野健一
（金　丸）

平田二男
（松　平）

農 業 委 員 　　５名（敬称略）

委員長

大沼孝一
（上土沢）

副委員長

加藤善彦
（下　関）

近　徹也
（蛇　喰）

鈴木紀夫
（下　関）

田村初男
（平内新）

農地利用最適化推進委員 　　５名（敬称略）

農業委員会 新 体制でスタート農業委員会 新 体制でスタート農業委員会 新 体制でスタート
任期満了により、新たな農業委員会の委員が決定任期満了により、新たな農業委員会の委員が決定

８月
１日

から

８月
１日

から

８月
１日

から
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新
た
な
農
業
委
員

会
の
役
割
は
？

○
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推

進
に
つ
い
て
、
指
針
を
踏
ま
え

て
現
場
活
動
を
行
う
。

　

・
農
地
の
有
効
利
用
の
意
義
、

重
要
性
を
地
域
に
伝
え
る
。

　

・
農
地
の
遊
休
化
を
防
止
す
る
。

　

・
農
業
へ
の
新
規
参
入
を
促
進

す
る
。

○
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推

進
に
関
す
る
指
針
の
策
定
・
変

更
等
を
行
う
。

○
『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』
な
ど
、

地
域
の
農
業
者
等
の
話
し
合
い

を
推
進
す
る
。

○
農
地
の
出
し
手
・
受
け
手
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
、
農
地
の

利
用
集
積
・
集
約
化
を
推
進
す

る
。

○
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消

を
推
進
す
る
。

○
農
地
中
間
管
理
機
構
と
密
接
に

連
携
す
る
。

　

す
べ
て
の
農
地
に
つ
い
て
、
売

買
・
贈
与
・
交
換
・
貸
借
・
転
用

す
る
場
合
は
、
許
可
ま
た
は
届
出

が
必
要
で
す
。
申
請
内
容
は
毎
月

下
旬
の
総
会
で
審
議
し
ま
す
。
申

請
締
切
り
は
毎
月
15
日
︵
土
日
祝

日
等
の
場
合
は
そ
の
前
日
︶
で
す
。

　

必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
地

元
委
員
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

︵
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載

し
て
い
ま
す
︶。

◆
耕
作
目
的
で
の
移
動

○
売
買
・
贈
与
・
交
換
・
貸
借
を

行
う
場
合
は
、
農
地
法
第
３
条

ま
た
は
農
用
地
利
用
集
積
計
画

の
申
請
・
許
可
が
必
要
で
す
。

※

申
請
地
が
死
亡
者
名
義
の
場
合
、

あ
ら
か
じ
め
相
続
登
記
が
必
要

で
す
。
た
だ
し
、
貸
借
に
限
り
、

相
続
人
の
一
人
が
他
の
相
続
人

か
ら
過
半
を
超
え
る
同
意
を
得

た
う
え
で
申
請
が
可
能
で
す
。

○
相
続
に
よ
っ
て
農
地
を
取
得
し

た
場
合
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

◆
転
用
︵
農
地
以
外
の
も
の
に
す

る
︶
目
的
で
の
移
動

○
所
有
者
が
転
用
す
る
場
合
は
、

農
地
法
第
４
条
の
申
請
・
許
可

が
必
要
で
す
。

※

２
０
０
㎡
未
満
の
農
業
用
施
設

へ
の
転
用
に
つ
い
て
は
、
届
出

が
必
要
で
す
。

○
所
有
者
か
ら
権
利
を
取
得
、
ま

た
は
借
り
て
転
用
す
る
場
合

は
、
農
地
法
第
５
条
の
申
請
・

許
可
が
必
要
で
す
。

︻
注
意
︼

○
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
区

域
の
農
地
を
転
用
す
る
場
合
、

区
域
の
除
外
手
続
き
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
農
林
課
農
林
振

興
班
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
無
許
可
に
よ
る
転
用
を
行
っ
た

場
合
は
﹁
違
反
転
用
﹂
と
な
り
、

土
地
所
有
者
を
含
め
て
厳
し
い

措
置
︵
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
３
０
０
万
円
以
下
︵
法
人
は

１
億
円
以
下
︶
の
罰
金
︶
が
と

ら
れ
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

︵
役
場
農
林
課
農
林
振
興
班
内
︶

　

☎
６
４

−

１
４
４
７

あなたの地区の担当農業委員・推進委員あなたの地区の担当農業委員・推進委員
農地の貸借や転用をはじめ、農地に関するご相談は地区担当委員さんへお気軽にご相談ください。

担 当 地 区 な ら び に 集 落

両　関
・
四ヶ字

霧　出

湯　沢
・
川　北

七ヶ谷
・
九ヶ谷

女　川

担当委員

横 山 秀 子

鈴 木 紀 夫

駒 沢 辰 夫

大 沼 孝 一

加 藤 善 彦

新 野 健 一

平 田 二 男

田 村 初 男

大 島  　聡

近　  徹 也

打上・勝蔵・南赤谷・内須川

下関・上関・辰田新

山本・幾地・鍬江沢

上土沢・下土沢・大島

七ヶ谷地区・下川口・荒川台

金丸・八ツ口・沼・片貝・聞出・大内渕

高瀬・沢・湯沢・松平・滝原・上野山

平内新・高田・桂・小見・小見前新田・松ヶ丘

上野原・深沢・上野新・若山・上野・小和田・上新保

中束・田麦千刈・蕨野・蛇喰・南中・宮前・朴坂

６４－２５３０

６４－０４１５

６４－１６５５

６４－１６２３

６４－２９９６

６４－２８４７

６４－１８７５

６４－２４４８

６４－００７４

６４－０６８２

電話番号

知
っ
て
お
き
た
い　

〜
農
地
移
動
の
手
続
き
〜
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６
月
15
日
か
ら
７
月
６
日
の
期
間
で
募
集
し

て
い
た
関
川
村
健
康
増
進
施
設
の
名
称
は
、
た

く
さ
ん
の
応
募
の
中
か
ら
、伊
藤
美
香
さ
ん
︵
上

関
︶
の
﹁
コ
ラ
ッ
シ
ェ
﹂
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

﹁
コ
ラ
ッ
シ
ェ
﹂
は
、
村
の
方
言
﹁
来
ら
っ
し
ぇ

︵
来
て
く
だ
さ
い
︶﹂
が
由
来
と
な
っ
て
お
り
、

た
く
さ
ん
の
方
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん

が
親
し
み
や
す
い
名
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

回
健
康
増
進
施
設
の
名
称
と
し
て
決
定
し
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
道
の
駅
周
辺
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

が
始
ま
っ
て
お
り
、
コ
ラ
ッ
シ
ェ
は
９
月
末
の

完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
コ
ラ
ッ
シ
ェ
完
成

後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

十
分
に
行
い
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
利
用
で
き

る
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

　

下
関
在
住
の
村
民
で
す
。

趣
味
は
、
音
楽
鑑
賞
と
ス
キ
ー
で
、
中
学
・
高

校
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

身
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、
特
に
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
と
バ
ス
ケ
が
大
好
き
で
す
。

　

現
在
は
、
せ
き
と
も
ク
ラ
ブ
︵
放
課
後
子
ど
も
教
室
︶
夏
休
み
イ
ベ
ン

ト
に
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
た
り
、
健
脚
健
脳
教
室
や
垂
水
の
里
の

一
般
介
護
予
防
教
室
、
地
域
の
茶
の
間
へ
お
邪
魔
し
て
、
村
の
現
状
に
つ

い
て
色
々
と
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
と
仲
良
く
な
り
、
地
域
の
茶
の
間
や
健
康
教
室
等
に
お

邪
魔
し
て
、
健
康
増
進
に
つ
な
が
る
よ
う
精
い
っ
ぱ
い
務
め
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

新たな

集落支援員に

新たな

集落支援員に 加藤久美さん・本間友輔さん！加藤久美さん・本間友輔さん！
　このたび新しく集落支援員として活動されるのは、加藤久美さん（下関）と本間友輔さん（村上市）です。

　２人には、最新鋭のトレーニング機器や健康づくりの機器を配置する健康増進施設でトレーナーとして活

躍していただきます。また、地域に入っての健康づくりの支援なども行います。

　皆さんのお声がけをよろしくお願いします。

　関川村健康増進施設の名称が
“Fitness stadio コラッシェ”に決まりました！

加
藤
さ
ん
自
己
紹
介

　

新
潟
市
出
身
で
、
現
在
は
村
上
市
に
住
ん
で

い
ま
す
。

　

趣
味
は
野
球
で
、
小
学
３
年
生
の
こ
ろ
か
ら

ず
っ
と
野
球
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
業
務
内
容
は
、
主
に
地
域
の
茶

の
間
や
一
般
介
護
予
防
教
室
で
の
運
動
指
導
、
健
康
増
進
施
設
が
完
成
し

た
ら
施
設
等
で
の
器
具
の
使
い
方
の
説
明
な
ど
で
す
。

　

関
川
村
の
健
康
増
進
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
分
１
秒
で
も
早
く
村
民
の
皆
さ
ん
に
顔
と
名
前
を
覚
え
て
も
ら
え
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
間
さ
ん
自
己
紹
介

▲完成イメージ
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今
月
の
話
題
は
、
村
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
で
す
。

　

今
年
３
月
に
公
表
し
た
、
関
川
村
健
康
づ
く

り
計
画
﹁
健
康
せ
き
か
わ
21
︵
第
２
次
︶﹂
の
中
間

評
価
報
告
書
で
は
、
平
成
27
年
度
と
比
較
し
、
運

動
習
慣
に
は
若
干
の
改
善
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

Ｂ
Ｍ
Ｉ︵
い
わ
ゆ
る
肥
満
度
を
示
し
た
数
値
︶
は

悪
化
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
私

は
村
長
就
任
以
前
か
ら
、
村
民
が
心
身
と
も
に

健
康
で
あ
る
こ
と
こ
そ
が
、
村
の
活
力
の
源
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
村
民
自
ら
進
ん
で
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
村
民
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
、
ゆ
〜
む
隣
に
健
康
増
進
施
設
を
９
月
末
の

完
成
、
11
月
初
旬
の
お
披
露
目
に
向
け
建
設
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
名
称
を
公
募
し
、

そ
の
中
か
ら
﹁
F
i
t
n
e
s
s 

s
t
a
d
i
o 

コ
ラ
ッ
シ
ェ
﹂
を
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
。
開
館
後
は
名
称
の
と
お
り
、
ぜ
ひ

大
勢
の
皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
村
民
の
運
動
指
導
を
担
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
集
落
支
援
員
２
名
を
選
任
し
、
８
月

２
日
付
け
で
着
任
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

お
一
人
は
、
下
関
在
住
の
加
藤
久
美
さ
ん
、

も
う
一
人
は
村
上
市
在
住
の
本
間
友
輔
さ
ん
で

す
。

　

お
二
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
健
康
運
動
指
導
士
、

健
康
運
動
実
践
指
導
者
の
資
格
を
お
持
ち
で
、

こ
れ
ま
で
も
自
治
体
か
ら
の
要
請
で
、
地
域
に

入
っ
て
の
運
動
指
導
や
健
康
教
室
、
ま
た
健
康

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。
当

村
着
任
後
も
す
で
に
介
護
予
防
教
室
や
地
域
の

茶
の
間
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今

後
は
﹁
コ
ラ
ッ
シ
ェ
﹂
で
の
指
導
を
含
め
、
村
民

の
健
康
づ
く
り
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
く
れ

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご
自
身
だ
け
で
な
く
、

集
落
の
健
康
づ
く
り
や
体
力
増
進
に
つ
い
て
お

気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
さ
ん
が
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
際
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
の
一

助
と
し
て
、
新
潟
県
が
作
成
し
た
ア
プ
リ
﹁
グ

ッ
ピ
ー
ヘ
ル
ス
ケ
ア
﹂
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
県

の
﹁
に
い
が
た
ヘ
ル
ス
＆
ス
ポ
ー
ツ
マ
イ
レ
ー

ジ
事
業
﹂
の
一
環
で
、
こ
の
ア
プ
リ
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
健
康
活
動
を

実
施
す
る
と
、
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
地
域
協
力

店
︵
募
集
中
︶
で
特
典
が
も
ら
え
る
と
い
う
も

の
で
す
。
登
録
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

　

総
務
政
策
課　

観
光
・
地
域
政
策
室

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
４—

１
４
７
８

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

k
a
n
k
o
-se

isa
k
u
@
v
ill.se

k
ik
a
w
a
.lg

.jp

村
長
室
か
ら

に
い
が
た
ヘ
ル
ス
＆
ス
ポ
ー
ツ
マ
イ
レ
ー
ジ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
健
康
活
動
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

　
新
潟
県
で
は
、
楽
し
み
な
が
ら
運
動
や
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
運
動
等
を
ア
プ
リ
で「
見
え
る
化
」し
、
協
力
店

舗
で
利
用
可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
な
ど
、
運
動
習
慣
の
定
着
や
健

康
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
た「
に
い
が
た
ヘ
ル
ス
＆
ス
ポ
ー
ツ
マ
イ
レ
ー

ジ
事
業
」を
９
月
１
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　
ア
プ
リ
で
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
県
内
の
地
域
協
力
店
（
飲
食
、
美

容
・
健
康
、
運
動
、
温
泉
等
）
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
・
特
典
と
交
換
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
細
は
、
新
潟
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
新
潟
県
県
民
生
活
・
環
境
部 

ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
T
E
L
：
0
2
5

-

2
8
0

-

5
6
2
6

R3.9.1
アプリ稼働

使
え
ば
使
う
ほ
ど
お
得
で
健
康

づ
く
り
に
つ
な
が
る
ア
プ
リ

︵
ア
プ
リ
名
﹁
グ
ッ
ピ
ー
ヘ
ル

ス
ケ
ア
﹂
︶
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

地域協力店は随時募集中！
県までお問い合わせください

地域協力店は随時募集中！
県までお問い合わせください

無料でダウンロード可能
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村
の
長
寿
番
付
と
し
て
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
上
位
20
人
を
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

20
日
の
敬
老
の
日
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
日
ご

ろ
の
感
謝
を
伝
え
、
一
緒
に
長
寿
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
村
の
総
人
口
は
５
，
２
２
２
人
︵
７
月
末
現
在
︶。
そ
の
う

ち
65
歳
以
上
の
人
口
は
、
２
，
２
２
８
人
で
全
体
の
４
割
を
占
め
て

い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん

い
つ
も
あ
り
が
と
う

長寿者ご本人または家族の方から承諾をいただいた方を掲載しました。

村 の 長 寿 番 付
８月25日現在（敬称略）

生年月日の早い順　

氏　　名

大　島　彦　吉

駒　沢　平　治

板　垣　幸　衛

鈴　木　　　弘

伊　藤　寅　雄

河　内　有　次

渡　邉　寅　雄

伊　藤　健　治

三　須　眞次郎

池　田　市　藏

堀　　　憲　次

須　貝　正　吉

近　　　 　次

河　内　政　一

河　内　久　治

　橋　昭　作

小　島　吉　男

堀　　　好　次

伊　藤　秀　三

松　坂　五　郎

集落名

湯　沢

鍬江沢

上　関

下　関

久　保

大　石

打　上

田麦千刈

下　関

湯　沢

湯　沢

上　関

高　田

上野山

湯　沢

上　関

下　関

沢

田麦千刈

湯　沢

氏　　名

河　内　キ　ク

鈴　木　ミ　ツ

伊　藤　マスミ

河　内　ハルイ

佐　藤　ナ　ヲ

新　野　ミヨシ

松　坂　ア　ヤ

近　　　キ　ク

　橋　ア　ラ

駒　沢　チヤウ

板　越　ヨ　子

　口　リ　ヨ

鳥　屋　キミ子

山　口　ク　ラ

高　木　フ　ミ

野　沢　ミ　ネ

沼　沢　け　ん

市　井　ヨ　シ

平　田　　　

佐　藤　綾　子

集落名

上野山

蛇　喰

下　関

大　石

下　関

湯　沢

小和田

上土沢

大　石

湯　沢

幾　地

湯　沢

湯　沢

蛇　喰

下　関

下　関

上　関

山　本

上野新

安　角

年齢

99

98

96

96

95

95

95

95

94

94

94

93

93

93

93

93

93

93

93

93

年齢

101

101

101

100

100

99

99

99

99

99

99

99

99

99

99

98

98

98

98

97









































男　　　　性 女　　　　性

9月20日は

 敬 老 の 日

きゅうりの蛇
「大したもん蛇太郎」

　近藤よう子さん（辰田新）宅の畑から採れ

た珍しい形をしたきゅうりです。

　まるで、とぐろを巻いた蛇のように見えた

ので人参で目と舌をつけ、「大したもん蛇太

郎」と名付けたとのことです。

村内に灯った幻想的な光
▲上土沢　竹灯籠の迎え火

▲七ヶ谷ふれあいイルミネーション
　　　　　　　　　〜夏のきらめき〜
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―全国大会出場選手―　　　　　※敬称略

■柔道

▷小池　優佳（新潟第一高校３年・下関）

▷渡邉　蒼菜（開志国際高校３年・上関）

■漕艇（カッター）

▷渡邉　　天（海洋高校１年・下関）

■軟式野球

▷石田　夢來（関川中学校３年・下関）

■ソフトテニス

▷石井　　凜（関川小学校６年・下関）

▷近　梨里菜（関川小学校５年・上関）

―北信越大会出場選手―
■バスケットボール

▷大島　瑚白（荒川高校３年・上野新）

～ がんばれ！ 関川っ子表彰 ～～ がんばれ！ 関川っ子表彰 ～
　８月12日、青少年育成関川村民会議（山口良
明会長）が「がんばれ！関川っ子激励会」を村
民会館で開催しました。激励会には、村教育委
員会や保護者など関係者約20名が出席。全国大
会や北信越大会に出場した選手、これから出場
する選手にエールを送りました。

ゆ　ら

学校 お知らせからのからの

今月は関川中学校からの紹介

　夏休みは、２年生は職業体験、３年生は希望

者学習会、体育祭パート担当ごとの準備作業、

そして部活動に家庭や地域での行事等と、生徒

は皆、楽しく忙しく過ごしました。

　７月27日〜29日は２年生が村内の各所に分

かれ、職業体験を行いました。どの生徒も働く

ことのよさや大変さを味わい、自分が将来社会

に出て働くことを具体的にイメージするように

なりました。

　お客様との接し方やものの取扱い方、仕事に

どう向き合っているかなど、体験先の皆様から

は温かく丁寧にご指導いただきました。ご協力

ありがとうございました。

　今年度の体育祭は青軍と赤軍が競い合います。

休み中の準備活動

では、生徒会書記

局、各軍の応援・

小道具・パネル、

そしてモザイク画

の作業が進められ

ました。

　各担当の３年

リーダーが、当

日最高のものを

表現しようとア

イデアを出し、

下学年に伝達し

ています。この作業が来年のリーダーを育むこ

とにもなります。

　体育祭は９月11日実施の予定です。学校では、

新型コロナウィルス感染症対策を継続していま

す。体育祭を観覧される方は、必ず健康観察表

を記入・提出くださいますようご協力をお願い

いたします。

【今できることを、精一杯楽しく、真剣に】

関川プライド　〜 小さな挑戦を真の自信に 〜

寄付をいただきました

◆新野　喜美夫　様（上関）

　村の福祉事業に役立ててほしいと10万円の

寄付をいただきました。ありがとうございま

した。
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　差別や偏見のない人権が尊重される

関川村を目指し、就学前、学校や家庭、

地域、職場など、さまざまな場面で人

権・同和教育及び啓発を推進します。

１　就学前における人権・同和教
育(保育)の推進

　乳幼児期は、人間形成の基礎をつく

る大切な段階です。豊かな想像力を育

み道徳性や社会性を築き、人権感覚を

養っていくとともに、乳幼児が直に影

響を受ける周りの人たちの人権意識の

高揚を図ることがきわめて大切です。

〈取　組〉

〇職員研修の充実

〇子どもたちの感性の育成

〇家庭や地域との連携強化

２　学校教育における人権・同和
教育の推進

　いじめなど、さまざまな人権問題を

解消していくためには、児童・生徒が

自分ごととして人権感覚を磨き、意識

を高めていくことが重要です。学校で

は、知識伝達の学習だけでなく、主体

的・対話的に学び合う学習活動を通し

て自ら考え、判断できる深い学びの機

会を大切にします。

〈取　組〉

〇職員研修の充実

〇学習指導方法の工夫と改善

〇いじめ防止と児童・生徒の人権意識

の醸成

〇家庭や地域への啓発と関係機関との

連携

〇小中連携した取組の推進

〇かかわる同和教育の推進

３　家庭や地域社会における人権
教育・啓発の推進

　家庭は、生活習慣やルール、マナー

を身に付け、人格形成や社会性の基礎

を培う大きな役割を担っています。ま

た、地域社会は人と人との絆を深め、

社会の構成員としての自覚と自立を促

す場として重要です。村民一人ひとり

が人権意識を高めるため、いっそうの

啓発が必要です。

〈取　組〉

〇体験や学習機会の充実

〇啓発活動の推進

〇相談体制の充実

４　企業や事業所、職場における
人権教育・啓発の推進

　企業や事業者が人権教育及び啓発に

取り組むことは、社会全体で人権を尊

重する意識を高めていくことに大きく

影響します。また、議員や行政職員、

教育、医療や福祉など、人権に関わり

　多様性を尊重する社会にあるなかで、

さまざまな人権問題の解消に向け取組

を推進します。

１　女性の人権

　女性の人権に関するさまざまな問題

は、性差別意識や役割固定意識がもと

になっていると考えられます。その意

識を変えていくためには、男女共同参

画の理念やジェンダー（社会的、文化

的性差）への理解を深め、男女が互い

に尊重し合う意識を高めていく必要が

あります。

〈取　組〉

〇男女がともに人権を尊重し合う社会

の実現に向けた意識づくり

〇男女がともに暮らしやすい・働きや

すい環境づくり

２　子どもの人権

　子どもたちや子育て世代を取り巻く

環境が変化し、子育て世代の負担や不

安、孤立感が増すなかで、いじめや暴

力、虐待、育児放棄など命にかかわる

深刻な人権侵害が社会問題となってい

ます。人権教育の取組の改善・充実を

図り、社会全体で子どもを守り育てて

いくことが求められます。

〈取　組〉

〇子どもの人権を尊重する意識の啓発

と教育の推進

〇いじめや虐待の防止にかかる教育や

相談・保護・見守りの推進

〇子育て支援の推進

３　高齢者の人権

　社会的に弱い立場にある高齢者は、

自身の健康や生活、交通等の移動、情

報などさまざまなことに不安や不自由

さを抱えるとともに、犯罪や災害への

対応も困難である場合も多く、その問

題は過疎化が進むにつれて顕著になっ

ています。関係機関や地域が連携し、

社会全体で高齢者の人権を守る取組が

必要です。

〈取　組〉

〇就労や社会参加による生きがいづく

りの推進

〇高齢者が安心安全に暮らせるむらづ

くりの促進

〇高齢者の人権を尊重する意識の向上

４　障がいのある人の人権

　障がいのある人もない人も、家庭、

学校、職場、地域などで同じように日

常生活を送り活動することが本来ある

べき社会の姿と考えます。障がいのあ

る人の人権が尊重され、安心して自立

した生活ができるよう、村民一人ひと

りが理解を深め、社会全体で取り組む

必要があります。

〈取　組〉

〇障がいのある人の人権を尊重する意

識の向上

〇障がいのある人が安心して生活でき

る環境づくり

〇障がいのある人の社会参加と自立の

促進

５　部落差別問題（同和問題）

　部落差別問題を解消するためには、

被差別部落に対する誤った認識とそれ

に基づく偏見をなくす必要があります。

そのためには、幼少期からの正しい教

育とともに、すべての村民が正しく理

解を深め、部落差別問題が昔のことで

はなく今まさに存在しており、これを

自分ごととして解消していくことが大

切です。人権・同和教育及び啓発のい

っそうの推進と、相談体制の充実に努

める必要があります。

〈取　組〉

〇正しい理解と認識を深める人権・同

の深い職業従事者は、常に人権尊重の

視点に立ち、人権教育・啓発の中心的

な役割を担うことが求められています。

〈取　組〉

〇事業主や従業員の人権研修・啓発の

促進

〇公正な採用選考と就業機会均等の確

保

和教育と啓発の推進

〇部落差別問題の解消に向けた体制の

整備

６　外国籍の人の人権

　偏見や差別、争いのない、真に平和

な世界を築いていくためには、人種や

言語、習慣、文化、宗教など、それぞ

れの違いを互いに学び、理解を深め、

受け入れることが必要です。お互いを

尊重し合い、ともに安心して暮らせる

共生社会の実現に向け取組が必要です。

〈取　組〉

〇相互理解の促進

〇暮らしやすい環境づくり

７　感染症患者等の人権

　感染症やさまざまな病気の患者や家

族、医療機関等に対する偏見や差別を

なくすためには、正しい知識の普及と

理解を促進するとともに、この問題が

人権問題であることを村民が理解し、

冷静な判断をもって行動することが大

切です。国や県、関係機関と連携した

適切な情報発信、教育と啓発が必要で

す。

〈取　組〉

〇正しい知識の普及と人権尊重意識の

醸成

〇相談支援体制の充実

８　さまざまな人権課題

　・インターネットによる人権侵害・

新潟水俣病患者等の人権・北朝鮮当局

による拉致問題・自死の対策と遺族の

人権・犯罪被害者とその家族の人権・

刑を終えて出所した人等の人権・性的

マイノリティの人権・ホームレスの人

権・災害起因の人権問題..その他、さ

まざまな人権問題について意識を高め、

問題の解消に向けて取り組む必要があ

ります。

〈取　組〉

〇学校における人権教育、広報や研修

会などさまざまな機会を通じた啓発

の推進

〇関係機関と連携した相談・支援体制

の充実

分野別施策の推進

問い合わせ　　役場　総務政策課総務班（☎ 64−1476）、

教育課学校教育班／生涯学習班（☎ 64−1491）
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　人権は、人が人として幸せに生きる

ため、生まれながらに有する基本的な

権利です。

　どのような状況下であってもすべて

の人が人権を尊重し、人権が侵害され

ることのない明るい社会を築いていく

ためには、私たち自らがその大切さに

気付き、行政や学校、家庭、地域、企

業、団体、そして村民一人ひとりが共

通の認識を持ち、協同連携して取り組

んでいくことが大切です。

　多様化と情報化が進む現代社会で

は、部落差別問題（同和問題）をはじ

め、女性や子ども、高齢者、障がいの

ある人に対する差別や虐待、いじめ、

外国籍の人への偏見や差別といった人

権侵害の問題が多く存在しており、誰

もが被害者にも加害者にもなりうる身

近な問題となっています。

　近年は、新型コロナウイルス感染症

の出現によって感染症に対する関心が

高まり、不安や無理解から誹謗中傷な

ど新たな差別も発生しています。ま

た、国民生活が大きく変化し、感染防

止対策を日常とする新しい生活様式が

求められる中で、これに対応すること

が困難な人やケースもあります。

　こうした問題を解消していくため、

私たち村民は「〝人を尊び思いやる心″

温もりに満ちた明るいむらづくり」を

本計画の基本理念とし、常に日常生活

が人権とともにあり、すべての人権問

題が自らと無関係ではなく自分自身に

　差別や偏見のない人権が尊重される

関川村を目指し、就学前、学校や家庭、

地域、職場など、さまざまな場面で人

権・同和教育及び啓発を推進します。

１　就学前における人権・同和教
育(保育)の推進

　乳幼児期は、人間形成の基礎をつく

る大切な段階です。豊かな想像力を育

み道徳性や社会性を築き、人権感覚を

養っていくとともに、乳幼児が直に影

響を受ける周りの人たちの人権意識の

高揚を図ることがきわめて大切です。

〈取　組〉

〇職員研修の充実

〇子どもたちの感性の育成

〇家庭や地域との連携強化

２　学校教育における人権・同和
教育の推進

　いじめなど、さまざまな人権問題を

解消していくためには、児童・生徒が

自分ごととして人権感覚を磨き、意識

を高めていくことが重要です。学校で

は、知識伝達の学習だけでなく、主体

的・対話的に学び合う学習活動を通し

て自ら考え、判断できる深い学びの機

会を大切にします。

〈取　組〉

〇職員研修の充実

〇学習指導方法の工夫と改善

〇いじめ防止と児童・生徒の人権意識

の醸成

〇家庭や地域への啓発と関係機関との

連携

〇小中連携した取組の推進

〇かかわる同和教育の推進

３　家庭や地域社会における人権
教育・啓発の推進

　家庭は、生活習慣やルール、マナー

を身に付け、人格形成や社会性の基礎

を培う大きな役割を担っています。ま

た、地域社会は人と人との絆を深め、

社会の構成員としての自覚と自立を促

す場として重要です。村民一人ひとり

が人権意識を高めるため、いっそうの

啓発が必要です。

〈取　組〉

〇体験や学習機会の充実

〇啓発活動の推進

〇相談体制の充実

４　企業や事業所、職場における
人権教育・啓発の推進

　企業や事業者が人権教育及び啓発に

取り組むことは、社会全体で人権を尊

重する意識を高めていくことに大きく

影響します。また、議員や行政職員、

教育、医療や福祉など、人権に関わり

関わる問題であることを認識し、お互

いの立場や事情に配慮して行動します。

の深い職業従事者は、常に人権尊重の

視点に立ち、人権教育・啓発の中心的

な役割を担うことが求められています。

〈取　組〉

〇事業主や従業員の人権研修・啓発の

促進

〇公正な採用選考と就業機会均等の確

保

〝人を尊び思いやる心″温もりに満ちた明るいむらづくり〝人を尊び思いやる心″温もりに満ちた明るいむらづくり
「 関川村人権教育・啓発推進計画 」を改定しました

　村では、2012（平成24）年に策定した「関川村人権教育・啓発推進計画」を改訂しました。社会情勢や村民
意識の変化、人権施策をめぐる動向を踏まえ見直しを行ったものです。
　この計画は、「関川村村民憲章」「関川村むらづくり基本条例」「関川村総合計画」のもと、関係する各種計画と
ともに人権・同和教育及び行政に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図り、「差別や偏見のない明るい村づく
り」を実現することを目的としています。
　今後は、この計画に基づき人権尊重社会の実現を目指し、人権教育及び人権啓発を推進してまいりますので、
村民皆様のいっそうのご理解とご協力をお願いします。
　ここでは、計画の概要をお知らせします。計画書のすべては、村のホームページに掲載していますので併せて
ご覧ください（http://www.vill.sekikawa.niigata.jp）。

計画の基本理念

人権・同和教育及び啓発の推進
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タ
ラ
ン
ぺ
ク
ラ
ブ
の
川
の
学
校

川
で
遊
ん
で
学
ぶ

　

８
月
８
日
、
川
で
の
安
全
な
遊

び
方
や
川
の
生
き
物
の
生
態
に
つ

い
て
学
ぶ
﹁
川
の
学
校
﹂
が
タ
ラ

ン
ぺ
ク
ラ
ブ
と
谷
人
倶
楽
部
主
催

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鮖
谷
橋
下
の
大
石
川
に
集
ま
っ

た
家
族
連
れ
65
名
は
、
川
遊
び
の

注
意
点
を
聞
い
た
後
、
網
な
ど
を

使
っ
て
魚
や
昆
虫
な
ど
を
捕
ま
え

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
稲
葉
充
さ
ん
、
か
お
る

さ
ん
︵
大
石
︶
か
ら
砂
金
採
り
体

験
や
石
の
種
類
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
興
味
深

そ
う
に
石
を
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
、
竹
の
中
に
材
料
を

詰
め
て
焼
き
上
げ
た
ハ
ン
バ
ー
グ

や
羽
釜
で
炊
い
た
地
元
の
お
米

﹁
砂
金
米
﹂
が
振
る
舞
わ
れ
、
参

加
者
は
舌
鼓
み
を
打
っ
て
い
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
、
新
潟
市
水
族
館

マ
リ
ン
ピ
ア
日
本
海
の
職
員
か
ら
、

捕
ま
え
た
魚
や
昆
虫
、
絶
滅
危
惧

種
の
生
き
物
に
つ
い
て
解
説
が
あ

り
ま
し
た
。

　

昨
年
も
参
加
し
た
と
い
う
家
族

連
れ
は
﹁
今
年
も
子
ど
も
た
ち
と

楽
し
く
遊
ん
で
学
ば
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
﹂
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
元
関
川
村
議
会
議

長
の
故
・
山
口
好
郎
さ
ん
︵
蛇
喰
︶

が
叙
位
を
受
章
さ
れ
、
ご
遺
族
に

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
さ
ん
は
、
関
川
村
議
会
議

員
と
し
て
昭
和
38
年
８
月
に
初
当

選
。
平
成
23
年
７
月
ま
で
の
11
期

44
年
の
永
き
に
渡
り
地
方
自
治
振

興
に
貢
献
さ
れ
、
今
回
受
章
と
な

り
ま
し
た
。

　

前
関
川
村
教
育
委
員
の
須
貝
誠

さ
ん
︵
高
田
︶
が
、
全
国
市
町
村

教
育
委
員
会
連
合
会
表
彰
及
び
新

潟
県
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会

表
彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

須
貝
さ
ん
は
、
平
成
21
年
12
月

１
日
〜
令
和
３
年
３
月
31
日
の
永

き
に
渡
っ
て
教
育
委
員
と
し
て
教

育
行
政
に
尽
く
さ
れ
、
こ
の
た
び

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
京
２
０
２
０
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
８
月
12
日
か
ら

16
日
ま
で
、
県
内
30

市
町
村
で
聖
火
の
元

と
な
る
火
を
起
こ
す

﹁
採
火
式
﹂
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
８
月
16

日
に
村
民
会
館
で
採

火
式
を
開
催
。
村
長

が
﹁
ま
い
ぎ
り
式
火

起
こ
し
﹂
で
の
採
火
を
行
い
ま
し

た
。

　

﹁
ま
い
ぎ
り
式
火
起
こ
し
﹂
と

は
、
木
の
棒
を
回
転
さ
せ
て
摩
擦

熱
で
火
を
起
こ
す
方
法
で
す
。

　

村
で
採
火
さ
れ
た
火
は
、
新
潟

市
で
行
わ
れ
た
出
立
式
で
、
県
内

30
市
町
村
で
採
火
さ
れ
た
火
と
一

つ
と
な
り
、
﹁
新
潟
県
の
火
﹂
と

し
て
開
催
都
市
の
東
京
へ
と
送
り

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
24
日
か
ら
始
ま
っ
た
東
京

２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖

火
と
し
て
灯
さ
れ
て
い
ま
す
。

故 

山
口
好
郎
さ
ん

叙
位
︵
正
六
位
︶
受
章

故 

山
口
好
郎
さ
ん

叙
位
︵
正
六
位
︶
受
章

須
貝
　
誠
さ
ん

教
委
連
合
会
か
ら
表
彰

須
貝
　
誠
さ
ん

教
委
連
合
会
か
ら
表
彰

東
京
２
０
２
０

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
採
火
式
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　居場所「つなぐ」は、地域や年齢を問わず、

赤ちゃんから学生、お年寄り、障がいがあって

もなくても誰でも気軽に立ち寄れる場所です。

旧社会福祉センターを会場に毎月開催していま

す。

　８月は、小中学校の夏休み期間ということで、

６日と20日に「夏休み教室」が開催され、参

加した10名の子どもたちは、プラバン工作や

アクセサリー作りなどを楽しんでいました。ま

た、その様子を他の参加者たちは温かく見守っ

ていました。

「つなぐ」の今後の開催日については、毎月広

報せきかわと一緒に配布されるチラシでご確認

ください。

活動紹介

金俣地区で将来プラン策定へ金俣地区で将来プラン策定へ

　金俣集落では、昨年度から集落の未来について

考える取り組みを行っています。

　昨年は、新潟県の協力を得て、集落人口と就農

人口のシミュレーションを作成してもらい、人口

の安定化と資源（ヒト・モノ・コト）の洗い出し

を行いました。

　今年度は、集落有志で金俣開発部を設置し、「交

流人口拡大」「農業の効率化」「資源を活用した所

得確保」に向けて取り組み、検討を行いました。

　８月１日に、集落の皆さんを集め、金俣開発部

による将来プラン策定中間報告会が行われ、10年後

の将来プランのスケジュールが発表されると賛同

の声が上がりました。今年度は、交流人口拡大に

向けた農業体験ツアーなどが予定されています。

居場所「つなぐ」
夏休み教室開催

第
６
回
関
川
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
100

第
６
回
関
川
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
100

〝
感
謝
の
心
を
も
っ
て
ゴ
ー
ル
し
よ
う
〟

〝
感
謝
の
心
を
も
っ
て
ゴ
ー
ル
し
よ
う
〟

　

村
の
小
中
学
生
20
名
が
、
山
形

県
米
沢
市
か
ら
関
川
村
ま
で
５
日

間
で
１
０
０

を
歩
く
﹁
関
川
子

ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０
﹂
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
村
教
育
委
員
会
が
主

催
し
た
も
の
で
、
試
練
を
乗
り
越

え
た
感
動
体
験
を
通
じ
、
人
と
し

て
成
長
し
て
ほ
し
い
と
今
年
で
６

回
目
を
迎
え
た
も
の
で
す
。

　

７
月
26
日
に
米
沢
市
内
を
巡
検

し
、
市
内
の
自
然
や
歴
史
を
体
験
。

27
日
に
米
沢
市
を
出
て
、
﹁
越
後

米
沢
街
道
13
峠
﹂
を
歩
き
、
ゴ
ー

ル
の
渡
邉
邸
前
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
初
め
て
参
加
す
る
子

が
多
く
い
ま
し
た
が
、
経
験
者
で

あ
る
中
学
生
と
６
年
生
が
班
長
と

し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
。

同
行
し
て
く
れ
た
自
衛
隊
員
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、

１
０
０

を
歩
き
続
け
ま
し
た
。

　

７
月
30
日
、
心
配
そ
う
な
顔
で

待
つ
保
護
者
の
前
に
、
疲
れ
を
見

せ
な
が
ら
も
し
っ
か
り
と
し
た
足

取
り
で
子
ど
も
た
ち
が
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
お
互
い

を
た
た
え
合
い
、
閉
会
セ
レ
モ
ニ

ー
は
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。



　新潟県では、県民がより安心して飲食店を利用できるよう、「にいがた安心なお店応援プロジェクト（新型コロ
ナウイルス感染防止対策認証制度）」を実施しています。
　飲食店に県が定めた認証基準に沿った感染対策を講じてもら
い、調査員の現地確認を経て認証。ステッカーを交付しています。
　この認証を受けた飲食店は、随時県のホームページで公開さ
れています。村内の飲食店については、村のホームページでも
確認できます。８月25日現在、村内飲食店11店舗が承認され
ています。
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（新型コロナウイルス感染防止対策認証制度）（新型コロナウイルス感染防止対策認証制度）
にいがた安心なお店応援プロジェクトにいがた安心なお店応援プロジェクト

確認はこちらから

【県のホームページ】
https://www.pref.niigata.lg.jp/site/shingata-corona/ninshou.html
【村のホームページ】

認証店は、ステッカーが目印

村内飲食店にはのぼりも！！

問い合わせ先　

にいがた安心なお店応援プロジェクト事務局　 ☎ 025−240−5330

役場　総務政策課 観光・地域政策室　　　　　☎ 64−1478

村政へのご意見・ご提案を
　　お寄せください！！　　「村民の声」意見箱設置
　村では、村民の皆さんと行政の協働による村づくりを推進するため、「村民の声」意見箱を役場
と村民会館に設置しました。村政に関する建設的なご意見・ご提案を随時受け付けています。
　ご意見等は、意見箱と一緒に設置している「村民の声」用紙に記入して投函してください。
　なお、意見箱への投函以外にもハガキやFAX、村のホームページでも受け付けています。

【ご利用にあたっての注意事項】

 以下の場合は、受付できません。

・営業活動や政治・宗教的な思想信条に関するもの

・特定の個人や団体などを誹謗・中傷するもの

・内容の確認ができず、趣旨が不明なもの

・村の業務範囲でないもの

ただし、国道や県道に関することなど、内容によって新潟県
や関係機関へ確認のうえ、いただいた書面を情報提供させて
いただく場合があります。

・そのほか、村政に関係のないもの

お寄せいただいたご意見・ご提案は、担当課などで検討し、今後の村政運営に活用させていただきます。

問い合わせ先　　役場 総務政策課　総務班 　☎ 64−1471
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医療機関の受診や買い物に
ぜひご利用ください

　えぶり号は、地区ごとに週２日運行しています。
なお、坂町便は、他の地区の運行曜日でも乗継場
所へ出向くことで利用が可能です。乗継場所は、
役場、荒川タクシー、デイリーヤマザキ関川大島
店の３か所です。
　えぶり号を利用するには、利用日の前日までに
事前予約が必要です。皆さんどうぞご利用くださ
い。

宝くじ助成で活動備品を整備
　小見集落と小和田集落では宝くじの助成を受けて、集会施設にエアコンや冷蔵庫、座椅子などを整備し

ました。

　宝くじの助成は、（一財）自治総合センターが行っている宝くじの社会貢献広報事業の一環です。地域社

会の健全な発展と住民の福祉向上を目的として、地域で行う事業または活動に必要な施設や設備等の整備

が対象となります。これまで村内でもさまざまなコミュニティが支援を受けています。

エアコン

折り畳みテーブル

照明器具冷蔵庫

小和田集落

エアコン掃除機

座椅子ホワイトボード

小見集落

運
行
曜
日

 月・木 下関・四ケ字・霧出

 火・金 上関・七ケ谷・九ケ谷

 水・木 川北・女川・湯沢

下関の

停車場所

関川診療所、佐藤内科小児科医院、せきかわ調剤薬局、

関川歯科診療所、松村歯科

坂町の

停車場所

原信、アコス、荒川中央クリニック、あらかわ歯科ク

リニック、佐野医院、上田眼科、県立坂町病院

【片道料金】村内便：回数券１枚（300円相当）、坂町便：回数券２枚（600円相当）
※現金でお支払いされる場合は、村内便500円、坂町便1,000円となります。

【予約先】荒川タクシー　☎６４－１０４２（前日までに電話予約が必要です）
【問い合わせ先】関川村役場 総務政策課 観光・地域政策室　☎６４－１４７８

えぶり号の車内は広々で快適に移動できます。
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いきいきライフ
健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

いきいきライフ

９月は

新潟県自殺対策
推進月間

～たった一人のあなたです
たった一つの命です～

９月は

新潟県自殺対策
推進月間

～たった一人のあなたです
たった一つの命です～

村
の
自
殺
の
現
状

　

右
の
表
は
村
と
県
、
国
の
自
殺

死
亡
率
の
比
較
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
見
る
と
、
年
々
死
亡
率
が

減
少
傾
向
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
し
か
し
、
減
少
は
し
て
い

ま
す
が
、
村
内
で
も
年
間
数
名
の

方
が
自
殺
に
よ
っ
て
命
を
落
と
し

て
い
る
こ
と
は
事
実
で
す
。

自
殺
者
の
特
徴

　

年
齢
や
性
別
で
み
る
と
、
こ
こ

数
年
は
高
齢
の
女
性
や
若
い
男
性

の
自
殺
が
目
立
ち
ま
す
。
独
居
よ

り
も
家
族
が
い
る
方
が
多
い
の
も

特
徴
で
す
。

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

▽
自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

重
複
し
、
追
い
詰
め
ら
れ
た
末

の
死
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
が
身
近
な
問
題
と
し

て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
も
し
も
身
近
に
い
つ
も
と
様
子

が
違
う
と
い
う
方
が
い
た
ら

　

①
声
を
か
け
る

　

②
ゆ
っ
く
り
と
話
を
聞
く

　

③
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る

よ
う
促
す

　

④
見
守
る

　
　

﹁
つ
ら
い
﹂、﹁
し
ん
ど
い
﹂
と

い
う
思
い
を
抱
え
た
方
は
、
孤

立
し
自
分
で
相
談
す
る
こ
と
さ

え
も
難
し
い
状
況
で
す
。
周
り

の
人
が
声
を
か
け
た
り
話
を
聞

い
た
り
す
る
こ
と
で
﹁
一
人
じ

ゃ
な
い
よ
﹂
を
伝
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
！
こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン

□
気
分
が
落
ち
込
む
、
憂
う
つ
、
絶
望
的

な
気
持
ち
に
な
る

□
物
事
を
楽
し
め
な
く
な
っ
た

□
自
分
は
役
に
立
つ
人
間
だ
と
思
え
な
い

□
以
前
は
出
来
て
い
た
こ
と
が
お
っ
く
う

に
感
じ
る

□
わ
け
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
に
感
じ
る

※

右
の
よ
う
な
状
態
が
２
週
間
以
上
続
き
、
生
活

に
支
障
が
出
て
い
る
場
合
は
要
注
意
で
す
。

0

20

40

60

80

関川村 新潟県 全国

H17～H21

県、国との自殺死亡率の比較
（人口10万対）

H22～H26 H27～R1

問い合わせ・健康相談　 役場 健康福祉課健康推進班　☎64−1472、地域包括支援センター　☎64−1473

誰かに話してみるだけで気持ちが楽になることもあります

〜一人で抱え込まないで、相談してみよう〜

■新潟県こころの相談ダイヤル（毎日24時間）

■役場 健康福祉課 保健師　☎ 64ー1472
■地域包括支援センター（役場健康福祉課内）　☎ 64ー1473（介護相談等）

■村上保健所 精神保健福祉相談員　☎ 0254ー53ー8369
■下越地域いのちとこころの支援センター（新発田地域振興局内）　☎ 0254ー28ー8880
■新潟県精神保健福祉センター（ひきこもり相談ダイヤル）　☎ 025ー284ー1001
■下越地域若者サポートステーション（村上常設サテライト）　☎ 0254ー50ー1553
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ジェネリック医薬品を上手に利用しましょう

ジェネリック医薬品とは
　ジェネリック医薬品は、最初に作られたお薬（先発医薬品）の特許期間の終了後

に、同じ成分を使って製造されるもので、効き目や安全性が確認された低価格なお薬

です。

ジェネリック医薬品を使用するには
　ジェネリック医薬品に切り替えるには、医師の診察や

同意が必要です。まずは、かかりつけの医師や薬剤師に

ご相談ください。

お薬手帳を活用しましょう
　薬をもらいすぎていませんか？薬が増えることが危険につながることもあります。

　多剤服用（ポリファーマシー）を解決するには、薬を処方する医師、調剤をおこなう薬剤

師など、医療にかかわるそれぞれの専門家と情報を共有することが重要です。ぜひ、「お薬

手帳」を活用してください。

　お薬手帳には、処方された薬の名前・量・日数・使用法などのほか、副作用歴、アレルギー

の有無、過去にかかった病気、体調の変化などについても記入できます。

　お薬手帳の役割を十分に発揮させるため、１人１冊にまとめましょう。

★国保・後期の被保険者の方のうち、現在服用されている薬をジェネリック医薬品に切り替えた場

合に、薬にかかる自己負担額が一定額以上軽減する方に対し、「ジェネリック医薬品に関するお

知らせ」を送付しています。

★このお知らせによって、必ずジェネリック医薬品に切り替えなければならないものではありません。

安価で経済的です
　ジェネリック医薬品は、先発医薬品と比
べて価格が安いのが特徴です。
　先発医薬品をジェネリック医薬品に切り
替えることで、ほぼ同等の効き目や安全性
があるお薬を使いながら、お薬代を減らす
ことができます。
　また、医療費も削減されることから医療
保険制度の安定的な運営も期待できます。

効き目や安全性は先発医薬品と
ほぼ同等です

　ジェネリック医薬品の有効成分は、先発
医薬品において使用されており、その成分
の有効性や安全性は確認されています。
　国では、ジェネリック医薬品が先発医薬
品と同レベルの品質・有効性を有するかど
うかについて、厳格な審査を行っています。

問い合わせ先　　役場 健康福祉課福祉保険班　☎６４−１４７２
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196

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

　

令
和
２
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
の

な
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
患
者
さ
ん
の
た
め
の
病
床
確
保

や
院
内
感
染
防
止
の
た
め
、
不
要

不
急
の
手
術
は
行
う
べ
き
で
は
な

い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
実
際

私
に
も
県
の
病
院
局
か
ら
﹁
不
要

不
急
の
手
術
は
控
え
る
よ
う
に
﹂

と
の
通
達
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、︵
消
化
器
︶
外
科
の
手

術
に
お
い
て
は
他
の
科
と
違
い
、

不
要
不
急
の
手
術
と
い
う
の
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
胃
腸
に
穴

が
空
い
て
し
ま
っ
た
り
、
腸
が
腐

っ
た
り
し
た
ら
、
早
急
に
手
術
を

し
な
い
と
助
か
り
ま
せ
ん
。
が
ん

で
あ
れ
ば
、
た
と
え
早
期
が
ん
で

あ
っ
て
も
早
め
に
手
術
を
し
な
い

と
進
行
し
て
手
遅
れ
と
な
り
ま
す
。

胆
石
や
脱
腸
で
あ
っ
て
も
手
術
を

し
な
け
れ
ば
症
状
は
改
善
し
ま
せ

ん
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
命
に
関

わ
る
こ
と
す
ら
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
わ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
の
施

設
で
は
外
科
の
手
術
は
﹁
コ
ロ
ナ

が
流
行
っ
て
い
る
の
で
終
息
し
て

か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
﹂
な
ど
と
い

う
こ
と
は
な
く
、
通
常
通
り
に
手

術
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
の

知
る
限
り
新
潟
県
で
は
ど
こ
の
病

院
の
外
科
も
﹁
手
術
件
数
が
減
っ

た
﹂
と
聞
い
て
お
り
ま
す
︵
新
潟

県
の
場
合
、
５
年
で
人
口
が
十
万

人
も
減
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
コ

ロ
ナ
と
は
か
か
わ
り
な
く
年
々
手

術
件
数
が
減
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
︶
。
日
本
全
国
で
も
多

く
の
病
院
で
前
年
に
比
べ
て
手
術

件
数
が
減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
全
国
の
が
ん
拠
点
病
院
に

限
っ
て
い
う
と
、
８
割
の
病
院
が

令
和
２
年
の
手
術
件
数
は
前
年
と

比
較
し
て
減
少
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
中
に
は
減
少
幅
が
３
割

を
超
え
る
病
院
も
あ
る
と
の
こ
と

で
す
。
減
少
の
原
因
と
し
て
、
検

診
や
人
間
ド
ッ
ク
が
止
ま
っ
て
い

て
症
状
の
な
い
患
者
さ
ん
が
見
つ

か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
の
ほ

か
に
、
コ
ロ
ナ
感
染
を
恐
れ
る
患

者
さ
ん
の
受
診
控
え
が
関
係
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
今
後
新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し

た
後
に
、
が
ん
が
進
行
し
て
し
ま

っ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
方
に
は
﹁
コ
ロ
ナ

が
怖
く
て
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
し
て
い

た
ら
手
遅
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
﹂
な
ど
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ

う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
外
科
的
疾
患

に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

月
並
み
で
す
が
、
可
能
な
限
り
検

診
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
て
い
た

だ
き
、
症
状
が
あ
っ
た
場
合
は
早

め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
た

だ
く
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

　
☎
６
２
︱
３
１
１
１

新
型
コ
ロ
ナ
と
外
科
手
術

県
立
坂
町
病
院

外
科
　

冨

田

　

広

ク
ラ
ク
ラ

︵
関
川
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
︶

活
動
場
所

ふ
れ
あ
い
ど
〜
む

活
動
日
時

毎
週
火
曜
日
︵
19
時

30
分
〜
20
時
︶
と
水
曜
日
︵
19
時

〜
20
時
︶

　

９
月
８
日
か
ら
毎
週
水
曜
日
に

講
習
会
を
行
い
ま
す
︵
全
５
回
︶。

参
加
費
は
無
料
。
小
中
学
生
は
保

護
者
同
伴
。

ク
ラ
ブ
の
代
表
か
ら
活
動
内
容
を

紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す

　

ク
ラ
ブ
が
発
足
し
て
か
ら
８
年

目
で
す
。
公
民
館
の
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
講
座
が
始
ま
り
で
し
た
。
人
口

壁
を
使
う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
に
は
、
登
る
速
さ
を
競
う
ス
ピ

ー
ド
、
命
綱
を
付
け
て
登
る
高
さ

を
競
う
リ
ー
ド
、
そ
し
て
命
綱
無

し
で
低
い
が
難
し
い
コ
ー
ス
を
登

る
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の
三
種
類
が
あ

り
ま
す
。
ど
〜
む
の
壁
は
10
ｍ
で
、

命
綱
を
付
け
る
タ
イ
プ
で
す
が
、

最
初
か
ら
一
番
上
に
ロ
ー
プ
を
下

げ
た
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
と
い
う
、
最

も
安
全
な
ス
タ
イ
ル
で
や
っ
て
い

ま
す
。
つ
か
む
石
が
色
分
け
さ
れ

て
い
て
、
そ
れ
で
難
易
度
が
変
わ

り
ま
す
。
初
心
者
は
ど
の
石
を
つ

か
ん
で
も
良
い
の
で
、
と
に
か
く

上
ま
で
登
る
こ
と
が
目
標
に
な
り

ま
す
。
今
の
会
員
は
10
人
程
度
で

す
。
自
分
の
力
量
に
応
じ
て
登
っ

て
い
ま
す
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
あ

る
施
設
は
県
内
で
も
少
な
い
の
で
、

一
度
は
試
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
杉
の
枝
切
で
木
に
登

る
こ
と
や
、
雪
降
し
で
大
屋
根
に

上
る
の
が
怖
く
な
く
な
っ
た
と
い

う
方
も
い
ま
す
し
、
奥
様
の
高
飛

車
な
態
度
に
も
慣
れ
た
と
い
う
方

も
い
ま
す
。
つ
ま
り
生
活
と
処
世

に
役
立
つ
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

代
表

安
久　

昭
男

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

生

涯

学

習

サ
ー
ク
ル
紹
介
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江
戸
時
代
の
庄
屋
は
、
村
長
で

あ
り
村
役
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

戸
籍
の
管
理
は
納
税
と
並
ぶ
庄
屋

の
主
要
業
務
で
す
。

　

写
真
は
、
安
永
六
︵
一
七
七
七
︶

年
、
下
関
村
庄
屋
半
十
郎
か
ら
小

見
村
庄
屋
佐
源
太
宛
に
出
さ
れ
た

戸
籍
異
動
通
知
。﹁
当
村
定
六
娘
十

六
歳
さ
た
が
平
太
郎
方
へ
嫁
ぐ
の

で
、
此
方
の
戸
籍
を
除
く
か
ら
其

方
の
戸
籍
に
加
え
て
ほ
し
い
﹂
と

あ
り
ま
す
。
文
中
、
宗
門
御
改
帳

と
か
人
別
御
帳
面
と
あ
る
の
が
戸

籍
で
す
。

　

渡
辺
三
左
衛
門
家
の
歴
史
を
研

究
し
て
い
る
歴
史
館
の
田
村
舞
子

さ
ん
に
よ
る
と
、
定
六
は
三
左
衛

門
家
の
分
家
で
渡
辺
邸
の
向
い
に

住
い
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
た
は
、

当
時
濁
点
は
書
か
な
い
の
で
﹁
さ

だ
﹂
で
し
ょ
う
。

　

で
は
、

花
婿
は
だ

れ
で
し
ょ

う
か
。
文

中
の
平
太

郎
は
、
平
田
家
十
一
代
当
主
で
す
。

平
田
家
系
図
の
写
し
を
見
せ
て
い

た
だ
く
と
、
そ
の
孫
の
十
三
代
平

太
郎
の
項
に
﹁
内
、
下
関
渡
辺
定

六
の
娘
﹂
と
あ
り
ま
し
た
。
さ
だ

の
夫
は
こ
の
人
で
す
。
平
太
郎
を

襲
名
す
る
以
前
は
昌
平
と
い
う
名

で
し
た
。

　

十
一
代
の
死
後
、
昌
平
の
父
甲

太
郎
が
十
二
代
平
太
郎
と
な
り
ま

す
。
こ
の
人
、文
化
三
︵
一
八
〇
六
︶

年
に
田
麦
堀
割
の
件
で
幕
府
に
訴

訟
を
起
こ
し
、
村
上
藩
に
大
泡
を

吹
か
せ
ま
す
。
四
十
五
歳
の
さ
だ

は
、
は
ら
は
ら
し
な
が
ら
し
ゅ
う

と
の
行
動
を
見
て
い
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

　

十
二
代
の
病
死
に
よ
り
昌
平
が

十
三
代
平
太
郎
を
継
い
だ
の
は
文

政
三
︵
一
八
二
〇
︶
年
、
さ
だ
の

嫁
入
り
か
ら
四
十
三
年
た
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
二
十
一
年
後
、
跡

取
息
子
の
柳
吉
が
乙
︵
き
の
と
︶

の
花
火
大
会
で
大
怪
我
を
負
わ
さ

れ
ま
す
。
さ
だ
は
八
十
歳
、
健
在

で
あ
れ
ば
さ
ぞ
か
し
心
傷
め
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

一
枚
の
戸
籍
異
動
通
知
書
か
ら
、

十
六
歳
で
嫁
い
だ
女
性
の
一
生
に

思
い
を
巡
ら
せ
て
み
ま
し
た
。
田

村
舞
子
さ
ん
曰
く
﹁
古
文
書
に
女

性
の
名
が
載
る
こ
と
は
少
な
い
の

で
、
こ
う
い
う
文
書
が
出
て
く
る
と

う
れ
し
い
で
す
ね
え
﹂
だ
そ
う
で

す
。

　

田
麦
や
乙
の
件
も
、
い
ず
れ
紹

介
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

︿
戸
籍
異
動
通
知
書
は
ほ
か
に
も

う
二
通
あ
り
、
三
通
と
も
歴
史
館

に
展
示
し
て
い
ま
す
。
﹀

で

花
嫁
御
寮
の
お
さ
だ
さ
ん

〜﹁
歴
史
と
み
ち
の
館
﹂
所
蔵
・
平
田
家
文
書
を
読
む
〜

（
村
歴
史
文
化
財
調
査
委
員
　
渡
辺
伸
栄
）

「
江
戸
時
代
わ
が
村
の
暮
ら
し
」


関川村の農産物をインターネットで販売関川村の農産物をインターネットで販売

　（公財）関川村自然環境管理公社では、関川村の農産物生産者と

一般消費者をつなぐ農産物直売サイト「関川村産直ネット」を開設

しました。

　このサイトでは、村の農産物の消費拡大はもちろんですが、村の

豊かな自然や環境の中でがんばる生産者の紹介に力を入れています。

関川村の農産物だけを集めて販売することで、他の大手サイトとの

差別化を図っています。

　現在の販売商品は、関川村産コシヒカリや野菜、

ハムなどの加工品のみですが、今後も登録生産者を

増やして、商品の充実を図っていきます。サイトへ

のアクセスは右記QRコードをご利用ください。

問い合わせ先　村自然環境管理公社　☎64−0252

関川村産直ネットを開設！！関川村産直ネットを開設！！
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４日（土）、 19日（日）
にじ色と汽車のメロディーが目印です♪

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用を
お願いします。また、体調の悪い方は参加をお控えください。

上野新にある「光兎こども館」で開催！

時間は、10時30分からです。ブルーベリーのみ
なさんが贈る、ステキなおはなしの世界。
ご家族みんなでおいでください。無料です。

おはなしの会
18日は18日は

絵本の読み聞かせとプチ工作

村民会館図書室

　日中は夏と変わらないような暑い日もありますが、日が落ちるのもずいぶんと早くなってきました。

図書室でお気に入りの1冊を見つけて、自宅でゆっくりと読書を楽しみませんか。

毎週水曜日がお休みです。平日13時〜17時15分まで、土・日・祝９時〜17時まで開館しています。

「歎異抄をひらく」　高森　顕徹（著）

生き方、人生を見つめ直すときに、手に取りたい日
本の名著として、今なお高い人気を誇る『歎異抄』。
本書は、古今の解説書が明らかにできなかった『歎
異抄』の真意を、親鸞聖人の言葉を示しながら、解
き開いています。日本人の魂を揺さぶる一冊。

NEW！！

「わたしたちのカメムシずかん」　鈴木　海花（著）

嫌われ者のカメムシが「宝もの」になるという奇跡
のようなことが、実際に、ある小さな町の小さな小
学校で起こりました。「カメムシはどうしてくさい
の？」「どうして集まるの？」といったカメムシの
生態についても紹介しています。

これよんで！

　

１
人
目
は
、
お
す
ず
！

し
っ
か
り
者
で
笑
顔
が
キ
ラ
リ
と

光
る
女
の
子
で
す
！

★
松
本
す
ず
︵
ま
つ
も
と
す
ず
︶

★
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
３
年

☆
参
加
し
た
活
動

大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り

七
ヶ
谷
雪
ほ
た
る

☆
趣
味…

部
屋
の
掃
除

☆
今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と…

　

就
活
。
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
で
得
た
経

験
を
活
か
し
て
第
１
志
望
の
企
業

に
就
職
し
た
い
で
す…

☆
メ
ッ
セ
ー
ジ…

　

２
０
２
０
年
の
冬
以
降
帰
れ
て

い
な
い
の
で
、
早
く
皆
さ
ん
の
元

に
帰
り
た
い
で
す
！
待
っ
て
い
て

く
だ
さ
い
！

　

２
人
目
は
、
ゆ
か
り
ち
ゃ
ん
！

　

近
く
に
い
る
と
癒
さ
れ
る
、
お

っ
と
り
と
し
た
女
の
子
で
す
！

★
藤
井
　
紫
︵
ふ
じ
い
ゆ
か
り
︶

★
群
馬
県
立
女
子
大
学
３
年

★
出
身…

群
馬
県

☆
参
加
し
た
活
動

七
ヶ
谷
雪
ほ
た
る

☆
趣
味…

猫
と
遊
ぶ
こ
と

☆
今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と…

　

教
職
課
程
と
学
芸
員
課
程
を
取

っ
て
い
る
の
で
、
実
習
に
た
く
さ

ん
行
っ
て
い
ま
す
！
あ
と
バ
イ
ト

も
色
ん
な
職
種
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
ま
す
！

☆
メ
ッ
セ
ー
ジ…

　

冬
の
関
川
村
に
行
っ
た
こ
と
を

今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

な
か
な
か
関
川
村
に
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
状
況
で
す
が
、
皆
さ
ん

お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
！

　

３
人
目
は
、
り
ゅ
う
や
さ
ん
！

　

多
才
で
、
後
輩
を
よ
く
見
て
く

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信

れ
る
優
し
い
先
輩
で
す
！

★
田
村
龍
也(

た
む
ら
り
ゅ
う
や)

★
神
奈
川
大
学
４
年

★
出
身…

横
浜

☆
参
加
し
た
活
動

大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り

七
ヶ
谷
雪
ほ
た
る

☆
趣
味…

ド
ラ
イ
ブ
、
カ
メ
ラ
︵
一

眼
レ
フ
︶、
ギ
タ
ー
︵
ア
コ
ー
ス
テ
ィ

ッ
ク
ギ
タ
ー
︶

☆
最
近
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と…

　

在
学
中
に
大
き
な
こ
と
を
し
た

い
と
思
っ
た
の
で
﹁
車
で
日
本
一

周
の
旅
﹂
に
向
け
て
計
画
進
行
中

で
す
！

☆
メ
ッ
セ
ー
ジ…

　

関
川
村
の
村
民
の
方
々
の
温
か

さ
が
恋
し
い
で
す
！

　

本
間
さ
ん
、
お
元
気
で
し
ょ
う

か
？

　

こ
こ
ま
で
４
回
関
川
っ
子
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
が
、
覚
え
て
い

た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
次

回
以
降
も
お
楽
し
み
に
！

●関川っ子紹介●

　関川っ子紹介第４弾！

　今回は夏休み特別版で３人の

関川っ子を紹介します。
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日中は暑い日もありますが、涼しい日も

増えてきました。急な気温の変化で体調を

崩しやすくなる時期ですので、皆さんも注

意してください。

▶丸山大橋は四季折々の関川村を見下ろせ

る場所です。ここから眺める風景は、写真

愛好家たちにも愛されているようで、撮影

をしている方にお会いします。これからの

シーズンも撮影が楽しみな場所です。（み）

編集室から

●７月16日〜８月15日までの届出●

ごめい福をお祈りいたします

佐藤　良次　さん　　72歳　　湯　沢

池田　マヨ　さん　　92歳　　下川口

近　　ミイ　さん　　91歳　　上　関

米野　キヌ　さん　　84歳　　下　関

井深耐威知　さん　　85歳　　大　島

横山　ノブ　さん　　94歳　　上新保

川村　子　さん　　92歳　　深　沢

須貝　昭子　さん　　89歳　　高　田

伊東　俊夫　さん　　88歳　　下　関

新野　テル　さん　　94歳　　南赤谷

佐藤マツノ　さん　　90歳　　松ケ丘

伊藤十九江　さん　 103歳　　下川口

伊藤　幸治　さん　　88歳　　中　束

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に

お申し出ください。

す え な が く お 幸 せ に
　平　田　優　太　さん　　 小和田

（小　出）紗　弥　さん　（新発田市）

（　　　　　　　　）

令和３年７月末現在　（　）は前月対比

世 帯 数　　1,874世帯（−１）
総 人 口　　5,222 人（−11）
　 男 　　　2,515 人（−２）
　 女 　　　2,707 人（−９）

転入　７人　　転出　５人

出生　１人　　死亡　14人

人 の 動 き

「ヤングケアラー」を知っていますか？「ヤングケアラー」を知っていますか？
　ヤングケアラーとは、「ＹＯＵＮＧ（若い人）」と「ＣＡＲＥＲ（世話する
人）」を組み合わせた英国発祥の言葉です。
　日本ケアラー連盟によると、大人が担うような責任を引き受け、
病気や障害などケアが必要な家族の世話や家事をする18歳未満の
子どもを指します。幼いきょうだいの世話や日本語を話せない家族
の通訳、アルコール問題を抱える家族の対応など負担は多岐にわた
り、子ども自身の権利が守られない状態が懸念されています。
　心配な状況を把握、誰かに相談したい場合は、下記へご相談くだ
さい。

【相談窓口】
▶児童相談所相談専用ダイヤル　0120－189－783
▶24時間子供SOSダイヤル　　0120－0－78310
※この２つは、通話料無料。年中無休で24時間受け付けています。

▶子どもの人権110番　　　　　0120－007－110
※通話料無料。受付時間は平日8：30～17：15です。

荒川峡ぶどう園

８月28日（土）開園
営業時間：AM8：30〜PM5：30（不定休）

大粒の種のないものが大人気

沢　河内 宗　TEL：0254-64-2199

■
期
日　

８
月
７
日

■
会
場　

新
発
田
市
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー

■
成
績

２
年
生
の
部

︱
個
人
戦
︱

▽
第
３
位　

東　

颯
人

︵
２
年
・
下
関
︶

︱
ダ
ブ
ル
ス
︱

▽
第
５
位　

東　

颯
人

︵
２
年
・
下
関
︶

　
　
　
　

鈴
木　

斗
基

︵
２
年
・
下
関
︶

■
期
日　
　

８
月
７
日

■
会
場　

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
あ
ら
か

わ
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
成
績

︱
個
人
戦
︱

▽
第
１
位

　

近　
　

理
葉
︵
１
年
・
大
島
︶

　

田
村　

柚
葉
︵
１
年
・
下
土
沢
︶

▽
第
２
位

　

佐
藤　

花
穂
︵
１
年
・
松
平
︶

　

岸　
　

和
花
︵
神
林
中
学
校
︶

郡
市
中
学
校
１
年
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
研
修
会

新
潟
県
カ
デ
ッ
ト
卓
球
大
会

下
越
支
部
予
選

▶
こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す
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　小学校３年生のときに友だちと一緒にスポ少でソフ

トテニスを始めたという愛理さん。バックハンドが得

意で得点が決まったときはうれしいと話してくれまし

た。今回の県大会では１回戦突破に貢献。１勝できた

ことが思い出に残っているとのこと。ボールのコント

ロールをもっとよくしたいと一生懸命練習に取り組ん

でいました。

キラリ
輝く☆せきかわっ子たちキラリ
輝く☆せきかわっ子たち

　今月は、関川中学校ソフトテニス部の 近 愛理

さん（２年・上関）を紹介します！

・いつも笑顔で優しい

・明るい

・運動神経がいい

・テニスが上手い

部員からみた愛理さんは？
顧問の白澤先生から
愛理さんへ

　計算が得意なので、銀行員になり

たい。

将来の夢は？

　愛理さんは、普段は控えめで

おとなしい印象があります。部

活動では、県大会の団体戦のメ

ンバーとして、１回戦突破に貢

献しました。今後の活躍が楽し

みな期待の星です。

いつも笑
顔で優し

い愛理さ
ん

今後の活
躍に期待

！いつも笑
顔で優し

い愛理さ
ん

今後の活
躍に期待

！

vol.116

広
報
せ
き
か
わ

N
o. 7

2
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９
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令
和

３
年

９
月

１
日

発
行

発
行
／
関
　
川
　
村

編
集
／
総
務
政
策
課

あなたに
直撃
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　この４月から関川村の職員に採用さ

れた東海林直輝さんに話を聞きました。

①関川村役場を希望した理由は？

　出身地である村上市に隣接している

ことから、子どものころから馴染みが

あり、山や川など素晴らしい自然に囲

まれた関川村で働いてみたかったから

です。また民間企業では行っていない

事業や多くの人々の役に立てる公務員

に魅力を感じていたからです。

②普段、心掛けていることは？

　常に確認することです。自分自身ミ

スを起こしやすい性格なので、小さな

ミスから大きな事故につながらないよ

う一度立ち止まり、落ち着いて確認す

るようにしています。

③今、夢中になっていることは？

　ゴルフ、野球、ウォーキングなど体

を動かすことです。休日や仕事帰りな

どなるべく時間を見つけ、体と心の健

康を保つために積極的に行うようにし

ています。

④村民の皆さんに一言お願いします。

　下水道担当であることから、村民の

方々と直接お会いする事は多くないと

思いますが、村民の大切なインフラを

お守りさせていただく縁の下の力持ち

になれるよう、日々努力して参りたいと

思います。よろしくお願いいたします。

東
海
林

直

輝
さ
ん

︵
村
上
市
︶

　

好
奇
心
い
っ
ぱ
い
の
紳
一
朗
。
し
っ
か
り
者
の
桃
子
。
や
ん
ち

ゃ
盛
り
の
煌
之
助
。
わ
が
家
は
い
つ
も
に
ぎ
や
か
、
に
ぎ
や
か
！！

産
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！

　

３
人
は
大
切
な
宝
物
で
す
！　

父
と
母
は
、
い
つ
で
も
、
い
つ

ま
で
も
３
人
を
応
援
し
て
い
ま
す
！！

紳一朗く　ん（12歳）

桃　子ちゃん（８歳）

煌之助く　ん（５歳）

しん いち ろう

もも　 　　こ

こう　の　すけ
平田史朗さん   淳子さん（小見）


